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持続可能な開発目標（SDGs）を達成するためには、農

業をより持続可能なものに変えることが不可欠です。

2021年には、7億～8億 3,000万人が飢餓に直面し、約

31 億人は健康的な食事を買う余裕がありませんでした

（FAO et al., 2022）。その一方で、世界の人口の約

27％が農業に従事しており、農業は世界の土地表面の

約 37％を利用しています（FAO, 2022）。しかし、農

業の持続可能な変革をめぐる議論は主に2つの世界的な

公共財との関連に焦点を当てており、それらは環境、

特に温室効果ガス排出量と人の健康であり、パンデミ

ックのリスクに重点を置いています。このような議論

では、農業が持つ無数の社会的側面が無視されること

がよくあります。それでも、農業生産性の伸びと変革

は経済発展の前提条件であり、貧困の削減、生計の向

上および食料安全保障の改善のための効果的な手段で

あるとともに、社会開発をより総合的に支援している

ことを示す明白なエビデンスが存在しています

（Barrett, 2011; Johnston & Mellor, 1961; Mellor, 2017; 

World Bank, 2007）。酪農生産は農業生産額全体の

10％近くを占めている（FAOSTAT, 2023）ため、これ

は農業システムの変革における重要な要素です。 

持続可能な畜産のためのグローバル・アジェンダ

（GASL）の援助のもと、国連食糧農業機関（FAO）、

国際酪農比較ネットワーク（IFCN）、国際農業開発基

金（IFAD）およびグローバル・デーリー・プラットフ

ォーム（GDP）は、乳牛の酪農乳業セクターの成長と

変革が、貧困をなくそう（SDG1）、飢餓をゼロに

（SDG2）、すべての人に健康と福祉を（SDG3）、質

の高い教育をみんなに（SDG4）、働きがいも経済成長

も（SDG8）といった、「人を中心とした」または「社

会面」の SDGs の達成に貢献できるかどうか、そして

どのように貢献できるのかについて、共同で評価しま

した。本報告書は、180カ国以上の酪農乳業セクターの

業績の分析にもとづき、酪農乳業セクターの持続可能

な変革が、農業者の生計を改善し、酪農乳業のバリュ

ーチェーンに沿って雇用を生み出し、消費者が手頃な

価格の栄養素を確実に入手し、政府が公共財や公共サ

ービスを提供する能力を向上させることができるとい

う、新たなエビデンスを提供しています。酪農乳業セ

クターの変革によって得られる社会的利益は必ずしも

直線的ではなく、途中でトレードオフが生じたり、利

益の内容が場所によって異なることがあります。しか

し、酪農乳業セクターの持続可能性と生産性を向上さ

せる政策や投資が、社会面の SDGs の達成に重要な役

割を果たすことは疑いの余地がありません。 

他の畜産サブセクターを代表するステークホルダー

が酪農乳業セクターの例に従うことで、畜産システム

の持続可能な成長と変革が畜産バリューチェーン内外

の人々の生計をいかに向上させ、SDGs達成の助けとな

ることを介していかに社会に幅広く貢献できるかを立

証することを願っています。● 
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持続可能な畜産のためのグローバル・アジェンダ議長 
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本報告書は、酪農乳業セクターの発展と、乳牛由来の

牛乳乳製品に関連する複数の社会指標との関係性を調

査しています。97 種類の統計値からなる国ごとの指標

は、低所得、中低所得、中高所得、および高所得の経

済圏を代表する 187 カ国と世界の各地域について、収

集しました。2018 年を基準年とした横断的研究では、

平均個体乳量を酪農乳業セクターの発展の尺度とし、

酪農家の生計、乳業工場での雇用、牛乳乳製品の消費、

政府への利益を端的に示す指標を選択しました。 

本分析は多くの明確な関係性を示していますが、そ

の中でも最も重要なものは次のように要約することが

できます。 

• 国内総生産（GDP）を指標とする国民所得が増

加するにつれて、国の酪農乳業システムは変化

し、個体乳量が高い牛を大規模な牛群で飼育す

る少数の酪農経営に移行します。 

• 酪農乳業セクターの発展の指標となる平均個体
乳量が増加するにつれて、 

• 酪農場で生活する人の割合が減り、企業から
より多くの収入を得るようになります。 

• 農場で働く人が減り、乳業界で働く人が増え、
両者ともに収入が増加します。 

• 人口１人あたりの生乳供給量が増え、牛乳を
飲む人の割合が増え、牛乳の小売価格が下が

りますが、それらは絶対数と平均賃金との関

係でも同様です。 

• より多くの生乳が公式な取引を通じて供給さ
れるようになり、牛乳乳製品の製造と販売の

両方における税収見込みが増加します。 

これらの知見は、酪農乳業セクターが発展するにつ

れて政府の歳入が大きな恩恵を受けることを示唆して

います。この利益を通して酪農乳業セクターは、貧困

をなくそう（SDG1）、飢餓をゼロに（SDG2）、すべ

ての人に健康と福祉を（SDG3）、質の高い教育をみん

なに（SDG4）、働きがいも経済成長も（SDG8）とい

った、社会面に関する持続可能な開発目標（SDGs）の

達成に貢献することができます。酪農乳業セクターの

変革の過程では、多くの農家が被雇用者として他のセ

クターに移ることになりますが、中には、セクターの

変革の利益とのトレードオフの犠牲となる者も出てく

るため、対応が必要となります（囲み記事 2、13 ペー

ジを参照）。酪農乳業バリューチェーン全体では多く

の仕事が創出され、人々の雇用機会が増大します。 

酪農乳業システムにみられる進歩は、必要な注意が

払われなければ、得られた多くの社会的利益を損なう

ような思わぬ影響（負の外部性）を及ぼす可能性があ

ります。たとえば、セクターを離れる人々のために代

わりの雇用機会を創出し、生産の集中によって生じる

環境影響を避けるために注意を払う必要があります。

酪農乳業セクターの発展は、持続可能性のあらゆる側

面を含むようにしなければなりません。 

本研究では、世界の大半の国の乳牛の酪農乳業セク

ターの特性に関する、国単位の膨大な量のデータを収

集しています。詳細な付録では、酪農乳業セクターの

指標の要約を、富裕度による分類、地域別分類、およ

び酪農生産性（乳牛1頭あたりの年間生乳生産量）別分

類によって示しています。この包括的なデータセット

は、今後さらなる解析にも利用可能であり、選択した

国々の時系列データを収集・分析することで、その

国々の酪農乳業セクターの発展を促進する要因と、酪

農乳業セクターの発展が様々な社会指標に与えてきた

直接の影響に関するより強力なエビデンスを得ること

ができます。性別、若手、社会的結束、教育など、デ

ータを入手しにくい社会的利益に対して酪農乳業がお

よぼす影響も、さらなる解析で明らかにできる可能性

があります。● 
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1.はじめに 3 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

後数十年のうちに、人口増加、都市化、

技術の革新と採用、人とモノの移動の増

加、気候変動が、私たちが暮らす世界を

劇的に変化させるでしょう。政策決定者

は非常に多くの不確実性に直面し、非常に多くの動向

に振り回されるため、調整作業を優先してしまい、持

続可能な開発に向けて一直線に進むことがまさに気力

をくじくような任務となっています。2015 年 9 月、国

連総会は、2030 年までに持続可能な社会への変革を確

実にする協調行動と投資を促進するために、持続可能

な開発のための 2030アジェンダを採択しました。2030

アジェンダは、貧困をなくそう（SDG1）、飢餓をゼロ

に（SDG2）、すべての人に健康と福祉を（SDG3）、

質の高い教育をみんなに（SDG4）、ジェンダー平等を

実現しよう（SDG5）、人や国の不平等をなくそう

（SDG10）などの社会面の目標（人中心の目標）と、

エネルギーをみんなにそしてクリーンに（SDG7）、つ

くる責任つかう責任（SDG12）、気候変動に具体的な

対策を（SDG13）、海の豊かさを守ろう（SDG14）、

陸の豊かさも守ろう（SDG15）などの持続可能性の環

境的側面に結びついた目標、および平和と公正をすべ

ての人に（SDG16）といった制度的目標など、17 の目

標を中心に構成されています。 

保健、教育、農業、産業およびサービスを含むすべ

ての社会・生産セクターにおける行動と投資は、2030

アジェンダを達成するための役割を果たしています。

本報告書は、酪農乳業セクターの成長と変革が、2030

アジェンダの社会面の目標の達成にいかに貢献できる

かを調査しています。今後、現在の 80 億人の人口は

2050年には 98億人に増加し、消費者の購買力の上昇と

都市化が加わることで、牛乳乳製品の需要がさらに高

まることでしょう。これにより、現在の生乳生産量の

80％以上を占めている世界の乳牛由来の酪農生産は、

今後 30 年間で約 4 分の 1 増加すると推定されており、

2020年から 2050年の間に、7億 4200万トンから 9億

1300 万トン以上に増加するとされています（FAO, 

2023）。 

しかし、酪農乳業セクターをいかにしてより生産的で

持続可能なものにするかに関する情報とエビデンスが

あり（例：FAO, 2019; Peterson & Mitloehner, 2021）、

本セクターが環境関連の SDGs の達成に確実に貢献す

るように相当の投資が行われてはいます（例：DSF, 

2013; GCF, 2022）が、本セクターの変革が社会面の

SDGsにいかに影響をおよぼすかを示す体系的なエビデ

ンスはありません。それでも、世界中で 1億 1,000万人

以上の農場経営者が、乳牛の酪農業から直接の恩恵を

受けており、本セクターは酪農乳業バリューチェーン

に沿って雇用とビジネスチャンスを創出し、60 億人以

上の消費者に栄養豊富な牛乳や乳製品を提供していま

す（Dixit et al., 2022; IFCN, 2023; Omore et al., 2004; 

World Bank, 2023）。牛乳は人の発育に不可欠なさま

ざまな微量栄養素を提供するだけでなく（FAO et al., 

2020; Murphy & Allen, 2003）、これらを比較的低コス

トで提供しています（Chungchunlam et al., 2020; 

Darmon & Drewnowski, 2015; Drewnowski, 2010; Hess 

et al., 2019）。 

本報告書はこのような体系的なエビデンスを提示し、

乳牛の酪農乳業 1セクターの成長と変革がいかに社会面

の SDGs を支援できるかを示します。本報告書は、低、

中、および高所得経済圏を含む 187 の国と地区を対象

とするデータセットによって成り立っています（囲み

記事 1、4 ページ）。さまざまな酪農生産システム（酪

農生産体系）とバリューチェーンを持つ国々の共通の

パターンと傾向を明らかにするこの評価により、乳牛

の酪農乳業セクターの成長と変革がもたらす可能性の

ある社会的影響と、潜在的なトレードオフを認識する

ことが可能となります。 

 
 
1 本報告書の記述は、乳牛に焦点を当てています。世界的に

は牛が生乳生産量の多くを占めており（ 81％）、水牛

（15％）、小型反芻動物（3.5％）、およびラクダ（0.5％未満）

の全体的な寄与は少ないものの、一部の地域では重要な貢献

をしています（FAOSTAT, 2023）。たとえば、南アジアでは、

水牛乳が牛乳と同じくらい重要で、生産量の約半分を占めて

います。そのため、乳牛頭数や生産量などの推定値は、牛と

水牛の両方を含んでいます。 

  

今 
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したがって、本報告書は、政策立案者や投資家が十分

な情報に基づいた意思決定を行う際にも役立ちます。 

本報告書の次章（第 2 章）では、世界の乳牛の酪農

乳業セクターの概観を示すとともに、経済発展の水準

が異なる各国間の違いを明らかにします。第3章から第

5 章では、セクターの発展がいかに酪農家とその家族に

利益をもたらし、雇用創出に貢献し、家族と消費者に

栄養豊富な食料の供給を確保し、政府の歳入に貢献す

るかについて探ります。第 6章で結論を提示します。● 

 

 
 
 

囲み記事 1. データソースとデータセット 

乳牛の酪農乳業セクターの社会面の SDGs への貢献を

調べるために、世界各地の低所得、中低所得、中高所

得、および高所得の経済圏の 187の国・地域の 97の統

計値からなるデータセットを作成しました（World 

Bank, 2020）。 

データセットには、農場戸数、平均牛群規模、個体

乳量などの、乳牛の酪農乳業セクターの主要な特徴に

関する国別統計、酪農家の収入、農場および乳業工場

で雇用されている人の数、牛乳乳製品の消費者数、牛

乳の市場価格など、酪農乳業セクターに関する SDG関

連の指標に関する統計が含まれています。 

すべての金額は、2018 年の米ドル相当額（米ドル

購買力平価）（USD PPP, 2018）で表されているた

め、一貫した比較が可能です。データは、ほとんどの

統計値について情報が入手できた最新年である 2018年

のものを用いています。これらのデータは、主に世界

銀行開発指標データセット、FAOSTAT、ILOSTAT、

国連工業開発機関（UNIDO）統計データポータルなど

の公的に入手可能なデータセットから入手しました。

一部のデータは、一般公開されていない IFCN データ

セットから引用しました。すべての国と統計値につい

てデータを入手することはできなかったため、データ

欠損を埋めるための複数の補完方法論を用いました。

データソースと補完方法論の詳細については、付録を

参照してください。 

図 1. 所得グループ別の世界の国々（2020年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

所得グループ 

高所得グループ 低 中低 中高 
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牛由来の生乳は、年間生産量（2018 年）

が約 8,110億リットルの、最も価値のあ

る単一の農産物です。世界の生乳生産

量の約 9％が貿易品となり、年間の金額

が約 1,710億米ドルに上るなど、牛乳乳

製品は大量に取引されています。酪農生産は、さまざ

まな農業生態学的、文化的、社会経済的な状況を反映

しながら、多種多様な生産システムで行われています。

粗放的な酪農生産は、牛乳が主なタンパク質源となる

牧畜民システムで行われています。労働集約型システ

ムの地域では、通常、東アフリカの高地や南アジアの

小規模酪農生産者に代表されるように、酪農業は混合

農業システムの一部として普及しています。酪農業は、

機械化された資本集約的なシステムでも、ますます盛

んに行われるようになっています。 

 

乳牛の酪農場 
世界中に 1億 1,000万以上の乳牛の酪農場（少なくとも

1 頭の乳牛がいる）があります（農場タイプの範囲の広

範な説明については、表 1、囲み記事 2、13ページを参

照）。ほとんどの酪農場（9,350 万、または 83％）は

中低所得国に集中しており、高所得国ではわずか 120

万（1％）しかありません。酪農業は低所得国および中

低所得国で普及しており、人口1万人あたりで、それぞ

れ約 238戸および 106戸の酪農場があります（表 1）。

高所得国では、人口 1万人あたり 7.2戸しか乳牛の酪農

場がありません。地理的には、ほとんどの乳牛の酪農

場は南アジア（74％）にあり、北米にあるのは1％未満

です。北米は人口 1万人あたり 2戸未満の農場であるの

に対し、中央アジアは人口に比べて酪農場の密度が最

も高くなっています（人口1万人あたり412戸の農場）。 

表 1. 国の所得グループ別の乳牛の酪農場戸

数、2018年 

国の 

所得グループ 
農場 (100万戸) % 

農場戸数/ 

人口 1万人 

低 10.2 9% 238.1 

中低 93.5 83% 105.9 

中高 7.2 6% 44.5 

高 1.2 1% 7.2 

世界全体 112 100% 32.4 

    

  

乳 
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表 2. 国の所得グループ別の乳牛頭数、2018年 

国の 

所得グループ 
乳牛 (100万頭) % 

乳牛頭数/ 

人口 1,000人 

低 47 14% 57.7 

中低 174 52% 35.2 

中高 70 21% 29.9 

高 44 13% 28.1 

世界全体 335 100% 32.2 

    

乳牛 
世界には約 3億 3,500万頭の乳牛がいます（表 2）。乳

牛頭数が最も多いのは、中低（1億 7,400万頭）および

中高（7,000 万頭）所得国で、それぞれ人口 1,000 人あ

たり 35 頭および 30 頭です。低所得国および高所得国

には、それぞれ 4,700万頭および 4,400万頭の乳牛がお

り、それぞれ人口 1,000 人あたりの乳牛は約 58 頭およ

び 28 頭です（表 2）。地理的には、乳牛は主に南アジ

ア（1 億 3,600 万頭、41％）とサハラ以南アフリカ

（6,300万頭、19％）に位置しています。北米および北

アフリカ・中東地域は乳牛が比較的少ない地域です

（両地域とも約 1,000万頭、世界全体の 3％）。中央ア

ジアは 1人あたりの乳牛頭数が最も多く（人口 1,000人

あたり 129 頭）、東アジアおよび太平洋は人口 1 人あ

たりの乳牛頭数が最も少なくなっています（人口 1,000

人あたり 3.3頭）。 

 

 

 

表 3. 国の所得グループ別の農場の牛群規模の

中央値、2018年 

国の所得グループ 農場あたりの頭数 

低 3.2 

中低 3.4 

中高 11.8 

高 65.1 

世界全体 13.0 

  

牛群規模 
世界的に見ると、牛群規模の中央値は農場 1 戸あたり

13 頭です（表 3）。高所得国では、牛群規模の中央値

は 65 頭、中高所得国では 12 頭、低所得国および中低

所得国では約 3頭です。北米が、農場 1戸あたりの牛群

規模の中央値（180頭以上）が最大で、南アジアと中央

アジアが最小となっています（2～3頭）。 

表 4. 国の所得グループ別の個体乳量の中央

値、2018年 

国の所得グループ 個体乳量 (kg/頭/年) 

低 421 

中低 1,200 

中高 1,776 

高 6,346 

世界全体 1,482 

  

個体乳量 
乳牛1頭あたりの生乳生産量の世界での中央値は、年間

約 1,500 kg です（表 4）。個体乳量が最も高いのは高

所得国であり（6,346 kg/頭/年）、最も低いのは低所得

国です（421 kg/頭/年）。北米は乳牛 1 頭あたりの生乳

生産量の中央値が最も高く（7,358 kg/頭/年）、サハラ

以南のアフリカは最も低くなっています（454 kg/頭/

年）。 
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表 5. 国の所得グループ別の生乳生産量の中央

値、2018年 

国の 

所得グループ 

年間生乳生産量 

(100万トン） 
% kg/人口 1人/年 

低 19 2 22 

中低 276 34 27 

中高 193 24 72 

高 324 40 202 

世界全体 811 100 55 

    

生乳生産量 
世界では 2018年に約 8億 1,100万トンの生乳が生産さ

れました（表 5）。高所得国は 3億 2,400万トンを生産

し、世界の生乳生産量の 40％を占めました。中低所得

国は 34％を占めました。低所得国は、世界の乳生産量

に 19％しか寄与しませんでした。南アジアと欧州が世

界の生乳生産に最も貢献し、それぞれ世界の生産量の

ほぼ 3分の 1にあたる、2億 3,200万トンと 2億 2,400

万トンを生産しました。北米は 1 億 600 万トン（13％）

と、これに続いています。サハラ以南アフリカと中

東・北アフリカは、それぞれ世界の生乳生産のわずか

3％を占めたにすぎませんでした。 

人口 1 人あたりでみると、世界の生乳生産量の中央

値は年間約 55 kgでした（表 5）。高所得国は 1人あた

り年間約 202 kg、低所得国は 1 人あたり年間 22 kg の

生乳生産をしています。地域別の1人あたりの生乳生産

量の中央値は、中央アジア（1人あたり年間 296 kg）、

北米（1人あたり年間 273 kg）、欧州（1人あたり年間

261 kg）が最も高く、東アジア・太平洋（1人あたり年

間 5 kg）およびサハラ以南アフリカ（1 人あたり年間

20kg）が最も低くなっています。 

 

 

 

 

 

表 6. 国の所得グループ別の牛乳乳製品の貿易量

の収支、2018年 

国の所得グループ 
生乳換算 

(100万トン) 

低 -2.1 

中低 -11.9 

中高 -24.2 

高 34.5 

世界全体 - 

  

牛乳乳製品貿易 
世界の生乳生産量の約 9%は国際的に取引されており、

ほとんどの国が、ある程度貿易に関与しています。牛

乳乳製品の貿易額は、年間約1,710億米ドルです。液状

乳は腐敗しやすく、価値に対する体積の比率が高いた

め、長距離にわたって大量に輸送することは高コスト

になります。そのため、牛乳乳製品貿易の大部分は、

チーズ、脱脂粉乳（SMP）、バターや、それらよりは

少なめの全粉乳（WMP）などの加工乳製品が占めてい

ます。 

高所得国は牛乳乳製品の純輸出国であり、生乳換算

で3,450万トンのプラスの貿易量の収支となっています。

一方、中高、中低および低所得国は、総じて牛乳乳製

品の純輸入国となっています。世界の牛乳乳製品輸出

量の半分以上を占めるのは、最大の輸出国5カ国（ニュ

ージーランド、ドイツ、オランダ、フランスおよび米

国）です。輸入国の集中度は低く、中国と欧州連合諸

国が最大の牛乳輸入国です。● 
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農場の商業志向が進むにつれ、個体乳量が

改善し、利益の影響が世帯レベルから人口

集団レベルへと移行します。より手頃な価

格の牛乳による恩恵を、すべての世帯が享

受できるためです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、中低、中高および高所得国の酪農乳業セ

クターにある違いは、経済発展が進展する

につれて酪農乳業セクターが変化すること

を示しています。低所得国と高所得国を比

較すると、いくつかの酪農乳業セクターの

特徴では、明らかな傾向がみられます。たとえば酪農

場戸数は、低所得国の人口 1 万人あたり 238 戸から高

所得国の 7.2 戸へと変化します（表 1、7 ページ）。人

口あたりの乳牛頭数が減少する一方で生産量は増加し、

低所得国の人口 1,000 人あたり 57.7 頭および人口 1 人

あたり 22 kgから、高所得国の人口 1,000人あたり 28.1

頭および人口 1 人あたり 200 kg 以上となります。代表

的な乳牛群規模の中央値は、高所得国では 65 頭でした

が、低所得国では 3.2 頭のみでした（表 3、8 ページ）。

高所得国の個体乳量は低所得国の 15 倍多く、1 人あた

りの生乳生産量は9倍多くなっています。牛乳乳製品の

純輸出国は高所得国のみです。 

 

 
 
 

囲み記事 2. 酪農乳業セクターの成長と変遷 

世界的に見ると、酪農システム（酪農生産体系）は非

常に多様です。一方では、生存を重視し、家族の基本

的な需要（食料とキャッシュフロー）を満たす、多く

の自給自足の酪農場があります。自給自足の酪農場で

は、個体乳量が低い、大抵 1～2 頭の少数の家畜を所有

しています（Douphrate et al., 2013）。このような低所

得状態では、家畜は酪農生産に専用化せず、牛肉生

産、資金源、輸送、荷車の動力、およびふん尿など多

くの付加的役割を果たす傾向があります（Douphrate et 

al., 2013; Felis, 2020）。これは、混合農家世帯の不可

欠な部分としての家畜の複雑な役割と、家畜が家庭の

福祉において果たす多様な役割を反映しています

（Otte et al., 2012; Randolph et al., 2007）。その一方

で、完全に市場志向の酪農場があり、販売を目的とす

る、個体乳量の高い、酪農乳業に専用化した乳用家畜

を多数飼育しています。このようなタイプの農場は、

天然資源への良好なアクセス、利用しやすいサービ

ス、および生産物に対する安定した市場があることで

可能となっています（Henriksen, 1995; van der Lee et 

al., 2020）。 

これらの多様なシステムは、2030アジェンダとその

SDGs の達成に対して、それぞれの形で貢献していま

す。 

小規模な自給自足の農場は、家族への食料供給に重点

を置くことで、飢餓をゼロに（SDG2）することに向

かわせ、家族に栄養豊富な牛乳を与えることで、健康

と福祉（SDG3）を高めます。余剰分を売却して得ら

れる現金は、貧困をなくそう（SDG1）の目標に貢献

します。個体乳量の改善は、すべての人に健康と福祉

を（SDG3）の目標に即時の影響をおよぼし、さらに

飢餓をゼロに（SDG2）の目標に貢献します。酪農所

得が増加すれば、貧困をなくそう（SDG1）の目標に

向けた歩みが強化され、質の高い教育をみんなに

（SDG4）の目標に向けた支援が可能となります。農

場の商業志向が進むにつれ、個体乳量が改善し、利益

の影響が世帯レベルから人口集団レベルへと移行しま

す。より手頃な価格の牛乳による恩恵を、すべての世

帯が享受できるためです。さらに、質の高い教育をみ

んなに（SDG4）や働きがいも経済成長も（SDG8）な

どの他の目標に向けた進展を強化することができま

す。 

本報告書の図 2 は、国の豊かさが増加するにつれて

（人口 1人あたりのGDPで示されるとおり）、個体乳

量の増加、牛群規模の増大、（人口 1 人あたりの）生

乳生産量の増加、および農場戸数の急激な減少が起き

ることを示しています。 

（続く） 

  

低

い 
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囲み記事 2. 酪農乳業セクターの成長と変遷（続き） 

生乳の多くは少数の大規模農場で生産されているとい

うデータは、主に自家消費用であるが地元での販売用

にも生産する農村世帯が、より生産性の高い専業の酪

農場で商業的に生産し、大量の生乳が購入される状況

に変遷していくことを示しています。これは、自給自

足から市場志向の酪農場への変遷です。この変遷の根

底にある原動力は、解明が難しく（Clay et al., 

2020）、入手可能なデータでは直接原因を特定するこ

とはできませんが、この現象は、本研究のような多国

間での評価や、各国の時系列評価（たとえば、米国の

酪農乳業システムの進化に関する今後の報告）に見る

ことができます。 

貧困から脱却するための仕組みとして、酪農開発を

示唆する研究者もいます（FAO et al., 2020; Heffernan, 

2004; Kidoido and Korir, 2015; Omamo et al., 2006）。

低所得国および中所得国の人々の多くは、コストと入

手し易さの理由で食料へのアクセスが悪く、雇用機会

も欠如していることから、自給自足農業に留まってい

ます（ILRI, 2003; Randolph et al., 2007）。小規模農場

の市場へのアクセスが悪いことも商業化の程度を制限

するため、これらの農場で実施可能な投資も制限され

ます（ILRI, 2003）。経済が発展するにつれて、産業、

サービス、雇用の機会が増大し、食料がより豊富にな

り、手頃な価格になって、供給の信頼性が高まりま

す。このように変化する条件の下では、多くの人々

が、より良い機会を得るために農業をやめてしまうで

しょう（Timmer, 1988）。 

食料が豊富になり、人々が、農業ほど過酷ではなく、

より良い安定的な収入が得られ、悪天候や病気による

被害リスクにさらされることがない仕事を見つけるに

つれて、食料を購入する余裕が生まれます。Buffngton 

and Reaves（1968）は、米国バージニア州の人々が酪

農場を離れた理由を調査し、より良い仕事を見つけた

り、長時間労働を免れることなどを理由として挙げま

した。多くの人々が酪農セクターを離れ、運輸・工業

セクターに移りました。 

この現象は、より専門的な農業セクターから、さら

に多くの労働力が移っていくにつれて強くなります。

このような現象が起きると、人々が労働市場に参入で

きるようになり、経済によって産業とサービスが発達

し、より多くの雇用機会を創出するためです。酪農家

に留まっている、または酪農家を目指す人々は、個体

乳量が増加するにつれて収益性が高まる事業に携わる

ことになります（図 4.B、24 ページ）。また他の人々

は、酪農乳業バリューチェーンに沿う乳業とサービス

の提供において、有利な雇用を得る機会が増えます。 

この変遷は直線的ではなく、完全でもありません。

変遷中のどの時点でも、農場のタイプと規模には幅が

ありますが、それは、市場へのアクセスや農業生態学

的条件、あるいは社会経済的、文化的、および歴史的

要因など、その地に特有な事情に依存していると考え

られます。世界中で、多様性に富んだ酪農システムが

存続しているのはこのためです。 

この変遷は直線的ではなく、完全でもあり

ません。変遷中のどの時点でも、農場のタ

イプと規模には幅がありますが、それは、

市場へのアクセスや農業生態学的条件、あ

るいは社会経済的、文化的、および歴史的

要因などその地に特有な事情に依存してい

ると考えられます。世界中で、多様性に富

んだ酪農システムが存続しているのはこの

ためです。 

 

酪農乳業セクターが、経済発展にともなってどのよう

に変化するかをより詳しく調べるために、研究対象各

国の酪農乳業セクターの以下の4つの重要な側面と経済

発展の指標としての人口 1 人あたりの国内総生産

（GDP）の関係をプロットした散布図を提示します。

（1）人口集団における本セクターの普及度である、1

万人あたりの酪農場戸数、（2）酪農乳業セクターの集

中度または集約度の尺度である、酪農場の平均牛群規

模、（3）国内の本セクターの発展水準の尺度である、

平均的な生産力としての年間の乳牛1頭あたりの生乳生

産量、（4）酪農乳業セクターが食料安全保障と栄養に

貢献する能力を示す指標である、人口1人あたりの生乳

生産量。これらの4種類の散布図は、経済発展が進んで

いく際の、酪農乳業セクターの変化は次のように特徴

づけられることを示しています。（1）酪農場の相対的

な戸数の減少、（2）酪農場の平均牛群規模の増大、

（3）個体乳量の増加、（4）人口 1 人あたりの生乳生

産量の増加。● 
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図 2. 研究対象の 187カ国の 2018年の経済発展度に対する代表的な酪農乳業セクターの特性の

散布図 
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ECD-FAO 農業アウトルック 2022-2031 に

よると、「酪農乳業セクターには明るい見

通し」があるとのことです。「所得と人口

が増加するにつれて中期的にはより多くの

牛乳乳製品が消費されるようになることが

予想されます。[中略]その主な原動力は、インド、パキ

スタンおよびアフリカでの強い需要です。低所得国お

よび中所得国では、フレッシュな牛乳乳製品が人口1人

あたりの平均牛乳乳製品消費量（乳固形分）の 3分の 2

以上を占めていますが、高所得国の消費者は、加工乳

製品を選ぶようになる傾向があります。[中略]世界の生

乳生産量は、今後 10 年間は、他の主要農産物の大半を

上回る年率 1.8％の増加をすると予測されています

（2031年には 10.6億トンまで増加）。特に、サハラ以

南アフリカなどの低個体乳量の地域や、インド、パキ

スタンなどの主要な生乳生産国では、乳用家畜頭数の

伸び率が高い（年率 1.1％）と予測されています。予測

期間を通じて世界中の個体乳量が着実に伸びると予想

されており、東南アジアと北アフリカは平均個体乳量

の成長率が年率約 2％と最も高い成長が期待されていま

す」（OECD and FAO, 2022）。 

 

成長しながら変化する農業セクターは、社会開発を

形づくり、社会面の SDGs の達成に影響を与えます。

酪農乳業セクターが成長して変化するにつれ、酪農の

生産費と生産額が絶対的および相対的に変化して酪農

家とその家族の生計に影響をおよぼし、男女の雇用が

農場とバリューチェーン内の両方で創出されるか失わ

れ、生計、ジェンダー平等および若手の雇用に影響を

およぼします。消費者が購入できる牛乳乳製品の量、

質および価格の手頃さは変化し、貧困水準、食料安全

保障、健康および福祉に影響をおよぼします。生乳生

産と牛乳乳製品消費から得た税収は変化し、政府の公

共財およびサービスの提供能力に影響をおよぼします。

酪農乳業セクターの成長と変革の過程では、必然的に

敗者と勝者が生じます。公共と民間の双方の意思決定

者は、酪農乳業セクターの成長と変革が社会面のSDGs

におよぼす可能性のある影響を認識する必要がありま

す。そして、リスクとトレードオフを評価し、セクタ

ーを社会的に望ましい発展路線に導く政策と投資を策

定し、実施する必要があります。 

本章では、酪農乳業セクターで予測される成長と変

革の社会的影響について調査しています。この目的の

ために、我々は、酪農乳業セクター発展の尺度である

乳牛 1 頭あたりの年間生乳生産量（囲み記事 3、20 ペ

ージ）と、本研究で調査した 187 カ国の社会面に関連

のある複数の指標との関係を分析しました。 

187 カ国は、個体乳量別にランク付けし、表 7（20

ページ）と図 3（21 ページ）に示したように四分位に

分けてあります。 

  

O 
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囲み記事 3. 酪農乳業セクターの発展水準の尺度としての乳牛 1頭あたりの年間生乳生産量 

個体乳量は、1年間に乳牛 1頭が生産する生乳生産量と

定義されます。その決定要因は、生産投入物の量およ

び質（たとえば、乳用家畜の品種、餌、家畜の健康）

と、酪農家が特定の生産システムの中でこれらの生産

投入物を組み合わせて利用する方法によって決まる生

産プロセスの効率性です。後者は、農場の規模や農家

の知識、教育、健康などの特有な要因であったり、外

部サービスやインフラの可用性や農業生態学的状況な

どの広範な環境的、制度的、経済的な要因の影響を受

けます。 

したがって個体乳量は、酪農乳業セクターの発展水準

を決定づけるミクロ、メソおよびマクロ要因を広く取

り込んでいます。もちろん、これはセクターを構成す

る酪農乳業システムの不均一性を完全に反映している

わけではありませんが、国の発展水準の尺度として人

口 1人あたりのGDPを使用するのと同様に、複雑なシ

ステムを要約する統計値として一般的な妥当性を有し

ています。年間の乳牛 1 頭あたりの生乳生産量は、大

半の国で推定が可能な統計値であるだけでなく社会の

発展に直接的な影響をおよぼし得る数値でもありま

す。すなわち、個体乳量が多ければ、酪農家から生乳

の処理・取引を行う酪農乳業のバリューチェーンの各

事業を経て消費者に至るまでの人々に多くの潜在的利

益を提供することができるのです。 

 
 
 

酪農生産国の各四分位について、農場、雇用、消費

および政府の各分野から選択した社会指標の中央値を

推定しました。用いたデータの分布を見る限り、中央

値を利用することで全体の傾向を最もよく評価するこ

とが可能になります。さらに、選択した社会指標と個

体乳量との相関関係をより良く評価するために、本研

究で調査した 187 カ国の個々のデータを用いた散布図

を作成しました。 

農場、雇用、消費および政府に関連する社会指標を

選択したことで、幅広い酪農乳業関係者が評価に含め

られています。各分野においては、酪農乳業セクター

の発展水準に直接関連し、同時に、社会面のSDGs（た

とえば貧困をなくそう、すべての人に健康と福祉を、

働きがいも経済成長も）の達成の助けになり得る指標

が特定されました（たとえば、酪農家の戸数や人口1人

あたりの牛乳供給量）。しかし、酪農乳業セクターの

発展自体がいずれかの SDGs の達成の要因になると仮

定するのは短絡的だと考えられたため、酪農乳業セク

ターの発展（個体乳量）と SDGs との直接的な関連性

を示すのは避けました。表8は、考慮に含めた社会面に

関連する指標のリストを示しています。 

選択した社会指標は、酪農乳業セクターが社会に対

して生み出す利益の一部を捉えているにすぎません。

その他にも、女性のエンパワーメント、小児の栄養、

農村部における社会的一体性、生物多様性と遺伝資源

の保全、農村部の景観の保全と維持などの利益を生み

出す可能性があります。しかし、さまざまな社会的側

面を体系的に捉える各国横断的なデータセットはなく、

酪農乳業セクターが各国のこれらの社会指標の水準に

影響をおよぼすことを示すのは困難です。実際、酪農

乳業セクターがどのように社会に利益をもたらすかを

調査する研究のほとんどは、場所と状況に特有なもの

であるため、国レベルでの考察に用いるのは困難です。

一方、多数の国のデータに基づく本分析は、指標は限

定されますが、酪農乳業セクターの成長と変革が生み

出すことのできる国への社会的利益と潜在的なトレー

ドオフに関する知見を意思決定者に提供します。 

表 7. 個体乳量に基づく各国の四分位へのグループ分け、2018年 
 

個体乳量グループ 
 個体乳量 (kg/頭/年)  

低カットオフ値 高カットオフ値 中央値 

低個体乳量 100 774 376 

中低個体乳量 775 1,482 1,239 

中高個体乳量 1,483 4,126 2,574 

高個体乳量 4,127 13,412 7,106 
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図 3. 世界各国の乳牛 1頭あたりの年間生乳生産量でのグループ分け 

 

表 8. 社会面に関連する酪農乳業セクターの指標 

分野 社会面に関連する指標 SDGsとの関係 

農場 

家族酪農場で生活する人の数 これらの指標は、どの程度酪農が人々の間に浸

透して生計に貢献し、それによって貧困をなく

そう（SDG1）および間接的に飢餓をゼロに

（ SDG2）、すべての人に健康と福祉を

（SDG3）、質の高い教育をみんなに（SDG4）

および人や国の不平等をなくそう（SDG10）の

達成を支援しているかを評価する。 

家族酪農場で生活する人の割合 

酪農場の収入（生乳販売による） 

家族酪農場で生活する人の 1人あたりの所得 

家族酪農場で生活する人の 1人あたりの所得の国際貧困

ラインに対する比率 

雇用 

酪農場の被雇用者数 これらの指標は、酪農乳業セクターが人々の雇

用機会をどの程度創出しており、さらに、貧困

をなくそう（SDG1）、働きがいも経済成長も

（ SDG8）、人や国の不平等をなくそう

（SDG10）に貢献しているかを評価する。 
 

乳業工場の非正規被雇用者数 

乳業工場の正規被雇用者数 

乳業工場の被雇用者の平均賃金 

消費 

牛乳乳製品の消費者の数 これらの指標は、酪農乳業セクターがどの程度

飢餓をゼロに（SDG2）に貢献しているかを評価

し、手頃な価格の牛乳乳製品を確保することに

よって、貧困をなくそう（SDG1）、すべての人

に健康と福祉を（SDG3）、質の高い教育をみん

なに（ SDG4 ）、働きがいも経済成長も

（SDG8）および人や国の不平等をなくそう

（SDG10）に貢献しているかを評価する。 

人口 1人あたりの牛乳供給量 

牛乳乳製品の消費者の割合 

牛乳 1リットルの平均小売価格 

牛乳 1リットルの購入価格の収入日額に対する割合 

政府 

生乳生産額 これらの指標は、貧困をなくそう（SDG1）を達

成するために不可欠な、農業経済の成長に対す

る酪農乳業セクターの貢献と、すべての SDGs

の達成を可能とする環境を創出する公共財およ

びサービスの提供に必要な、政府の課税対象額

に対する貢献に関する知見を提供する。 

農業生産額への乳牛の酪農の貢献率 

乳牛 1頭あたりの生乳生産税 

人口 1人あたりの牛乳乳製品消費税 

   

  

乳量 (kg/頭/年) 
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囲み記事 4. 図 4～7の近似曲線を求める方法の説明 

図 4～7 は、国の酪農乳業セクターの発展水準を示す指

標としての個体乳量（乳牛 1 頭あたりの年間生乳生産

量、この囲み記事全体について）と、酪農に関連する代

表的な社会指標との関係を示しています（囲み記事 3、

20ページ）。 

国内総生産（GDP）が向上するにつれて酪農乳業セ

クターは発展し、全般的に個体乳量が増加します（図

2.C、15 ページ）。ただし、特定の所得水準の国の個

体乳量は（図 2.C の豊かさの各グループ内の散らばり

によって示されるように）大きくばらついています。

これは、一般に普及している酪農生産システムの多様

性を生み出している農業生態学的、歴史的、社会経済

的、および文化的な要因が、個体乳量にも影響するた

めです。したがって、各国の個体乳量は、このセクタ

ーが一般的な環境による影響を受ける水準に達するま

で一定の範囲内で増加し続けることが期待できます。

豊かさの増加に伴う個体乳量の増加は個体乳量/GDP の

分布の下限域で特に強く、豊かさのわずかな増加で個

体乳量が大きく増加する関係にあります。 

本報告書の推論は、社会面に関連するいくつかの統

計値とセクター発展の尺度としての個体乳量との間に

認められた国単位での関係に主に基づいています（図

4～7）。これらの関係をより良く表すために、関係の

形状を明らかにするのに役立つ「局所回帰」曲線近似

アプローチ、LOESS（局所的加重散布図スムージング

法）を使用しました。LOESS は、Cleveland (1979)が

考案し、Cleveland and Devlin (1988)が発展させ、

Jacoby (2000)が社会科学に適用させたノンパラメトリ

ック記述手法です。LOESSは、関係の根底にある形式

についての仮定は行わず、むしろデータ内の構造を明

らかにするために局所回帰を適応します。図 4～7 で

は、LOESS 曲線を 95%信頼区間とともに表示してい

ます。 

特定の所得水準の国の個体乳量は（図 2.C の豊かさの各グループ内の散

らばりによって示されるように）大きくばらついていますが、これは、

一般に普及している酪農生産システムの多様性を生み出している農業生

態学的、歴史的、社会経済的、および文化的な要因が、個体乳量にも影

響するためです。 

囲み記事 5. 社会面に関連する酪農場の指標 

統計値「家族酪農場の人口」は、酪農家とその家族を

含んでおり、農場の被雇用者は含んでいません。 

「乳牛の家族酪農場で生活する人の割合」は、人口

1,000人あたりの家族酪農場で生活する人の数です。こ

れにより、その国における酪農の普及度に関する知見

が得られます。 

指標「酪農場の収入」は、生乳販売から得られる農

業所得から生産費を差し引いた推定値です。子牛およ

び老齢の雌牛の販売は考慮していないため、酪農場の

収入を過小評価する傾向があります。 

指標「家族酪農場で生活する人の所得」は、農業所

得を家族酪農場で生活する人の数で割ったものです。

経済規模が家族レベルであるため、1 人あたりの実質

所得を過小評価する傾向があります。 

指標「所得の貧困ラインとの比較」は、家族酪農場

で生活する人の 1 人あたりの所得を、国際貧困ライン

（1 日あたり 1 人 2.15 米ドル）で割ることによって算

出します。 
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世界中で、世界人口の 7.5％超にあたる

5億人以上が、乳牛の酪農場で生活して

います。他の酪農畜種を含めると、こ

の数は大きく増加します（脚注 1（3 ペ

ージ）参照）。大多数の酪農家とその

家族は、栄養と収入の面で最も基本的

なニーズを満たし、その国の貧困ライ

ン以上の生活をしています。ただし、

酪農乳業セクターが発展、変革するに

つれ、多くの農家が他のセクターに移

り、酪農に残っている農家は次第に生

活が向上します。 

酪農乳業セクターの発展と農家の

生計 
本章では、酪農乳業セクターの発展が農場レベ

ルにおいて人々の生計にどのような影響を与えて

いるかを検証しています。検証では、農家世帯の

すべての人々、すなわち農場所有者と家族を対象

としています。分析では、（1）酪農場に住む人の

絶対数と（2）相対数、（3）農業所得、（4）生

計にいかに影響するかを考察しています。 

世界全体では、2018 年は約 5億 7200 万人が酪

農場で生活しており、当時の世界人口の 7.5％を占

めていました。94％は低・中低個体乳量国で生活

しており、高個体乳量国で生活していたのは、わ

ずか 6%でした。世界全体では、人口 1,000人あた

り約 11人が家族酪農場で生活しています。家族酪

農場の人口の割合は、低・中低個体乳量国で最も

高く（それぞれ、人口 1,000 人あたり 63 人と 39

人）、高個体乳量酪農生産国ではかなり低くなっ

ています（人口 1,000人あたり 1.7人）。 

酪農は、乳牛の酪農場で生活する人の年間収入

に対して 138 米ドル～11,614 米ドルの貢献をして

います。しかし、中高・高個体乳量国では生乳生

産が貧困から脱した世帯を維持するのに十分に貢

献する一方で、低・中低個体乳量国では酪農家世

帯を養うのに役立つものの、貧困対策として複数

の収入源（たとえば、牛の売却、混合農業や全く

別の仕事など）を持つ必要があります。このよう

な状況では、生乳販売が農家世帯が頼りとする現

金収入の軸となります（Geng et al., 2017）。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 4（24ページ）は、本研究で調査した 187ヵ国の

個体乳量（本章ではすべて乳牛 1頭あたりの年間生乳

生産と比較）と、a）家族酪農場で生活する人の割合、

b）国際貧困ラインに対する家族 1人あたりの酪農所得

の間の関係を示しています。図からは、個体乳量と酪

農の普及度との間には負の相関、個体乳量と所得水準

との間には正の相関が見て取れます。個体乳量がより

多い国の農家は、国際貧困ラインに比べて所得が高い

ため、生計が改善し、突発的な状況に対する抵抗力が

高まります。 

表 9. 家族酪農場で生活する人の数とその割

合、2018年 

個体乳量グループ 
家族酪農場で生活 

する人 (100万人) 

人口割合  

(人口 1,000人あたり) 

低個体乳量 121.8 (21%) 62.5 

中低個体乳量 75.7 (13%) 38.7 

中高個体乳量 341.6 (60%) 32.4 

高個体乳量 31.5 (6%) 1.7 

世界全体 571.6 (100%) 11.0 

   

表 10. 酪農場で生活する家族 1人あたりの酪農

所得と、国際貧困ラインに対する比率、

2018年 

個体乳量グループ 

酪農場で生活する人

の年間所得 

 (米ドル相当額) 

所得/貧困ライン

（2.15 米ドル相当

額） 

低個体乳量 138 0.2 

中低個体乳量 433 0.6 

中高個体乳量 840 1.1 

高個体乳量 11,614 14.4 

世界全体 1,470 1.8 
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図 4. 研究対象国の 2018年の個体乳量に対する生計に関する代表的な指標の散布図。LOESS曲線を

95%信頼区間とともに表示（詳細は、囲み記事 4を参照） 

 
 
 

酪農乳業セクターの発展と雇用 
酪農乳業セクターは、農場とともに生乳生産の上流と

下流にも雇用を創出します。本章では、酪農乳業セク

ターが農場レベルと乳業工場での雇用をいかに創出し、

それによって生計を支え、食料安全保障を強化し、働

きがいを与えることに貢献しているかについて検証し

ます。検証では、個体乳量と、（1）酪農場で働く人の

数、（2）その割合、（3）乳業工場で働く人の数、（4）

その人達の平均賃金の関係を調べています。 

酪農場で働く 3,520 万人のうち、約 3,350 万人

（95％）は低・中低・中高個体乳量国で働き、170 万

人（5％）は高個体乳量国で働いています。低・中低・

中高個体乳量国では人口 1,000 人あたり 3～4 人が乳用

家畜を飼育していますが、高個体乳量国では人口 1,000

人あたり1人しか飼育に従事していません。高個体乳量

国での労働生産性（1日あたり、生乳生産 1トンにつき

1.4 人のフルタイム労働者が必要）は、中高・中低・低

乳生産量国（1 日あたり、生乳生産 1 トンにつき 10～

39 人のフルタイム労働者が必要）よりも高くなってい

ます。 

2018 年時点で世界全体では、3,520 万

人が酪農場で、660万人が乳業工場で働

いており、合わせると世界人口の 0.6％

を占めていることになります。酪農場

で働く人々の 70％は中高個体乳量国に

住んでおり、乳業工場の全雇用者の

51％が同じく中高個体乳量国で働いて

います。酪農乳業セクターの発展は、

酪農場から乳業工場に雇用が移行する

ことを特色としています。 

乳業工場での雇用の全体分布は、酪農場での雇用と

だいぶ異なっています（表 12）。世界全体で約 660 万

人が乳業工場で働いています。このうちの約 440 万人

（66.5％）が低・中低・中高個体乳量国で、220 万人

（33％）が高個体乳量国に住んでいます。乳業におけ

る労働者の「密度」は、高・中高個体乳量国（それぞ

れ人口 1,000人あたり 1人）の方が、中低・低個体乳量

国（それぞれ人口 1,000人あたり 0.4人および 0.3人）

よりも高くなっています。 
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囲み記事 6. 社会面に関連する酪農乳業雇用の指標 

酪農場で働く人の数はフルタイム換算（年間 2,500 労

働時間）で測定しており、酪農家とその家族、被雇用

労働者を含んでいます。 

酪農場で働く人の割合（人口 1,000 人あたり）は、

酪農乳業セクターの雇用に貢献する能力の指標です。 

生乳生産 1 トンあたりの雇用人数は、農場の労働生

産性の逆指標です。 

乳業工場の正規被雇用者および非正規被雇用者の人

数は、例えば下流の運輸・小売業や上流の飼料生産・

家畜の健康サービス業で創出された雇用などを含む酪

農乳業バリューチェーン全体の雇用を捉えたものでは

ではありませんが、堅実なデータを得ることができた

唯一の指標です。 

正規および非正規で乳業工場に雇用されている人の

割合は、公式な酪農乳業セクターが公正な所得を支払

い、安全な労働条件を確保し、男女平等の待遇を確保

していると仮定した上で、酪農乳業セクターが働きが

いをどの程度支援しているかを評価するのに役立つ指

標です。 

賃金は、乳業工場の被雇用者の申告値（米ドル相当

額）です。 

表 11. 2018年の酪農場で働く人の数、割合および生産性 

個体乳量グループ 酪農場で働く人 (100万人) 酪農場で働く人/人口 1,000人 フルタイム労働者/生乳生産トン 

低個体乳量 4.5 (13%) 3.4 38.6 

中低個体乳量 4.7 (13%) 3.2 26.0 

中高個体乳量 24.3 (69%) 3.8 10.8 

高個体乳量 1.7 (5%) 1.0 1.4 

世界全体 35.2 (100%) 2.0 8.0 

    

表 12. 乳業工場の正規・非正規被雇用者の人数と正規被雇用者の賃金の中央値 

個体乳量 

グループ 

被雇用者数 

(100万人) 

被雇用者数/ 

人口 1,000人 

人数/1日あたりの

生乳処理トン 

正規雇用 

 (%) 

非正規雇用 

 (%) 

被雇用者の賃金 

 (米ドル相当額/年) 

低個体乳量 0.5 (7.8%) 0.3 28.5 12.7 87.3 9,774 

中低個体乳量 0.5 (7.5%) 0.4 15.8 20.0 80.0 12,859 

中高個体乳量 3.4 (51.3%) 1 4.4 18.3 81.7 15,646 

高個体乳量 2.2 (33.3%) 1 1.6 59.9 40.1 44,455 

世界全体 6.6 (100%) 0.7 3.9 32.0 68.0 24,158 

       

 
 
 

高・中高個体乳量国の乳業工場では、資本集約型の技

術が用いられており、生乳処理1トンあたりでそれぞれ

1.6 人および 4.4 人を雇用しています。逆に、低・中低

個体乳量国では労働集約型の処理加工が行われており、

生乳処理 1 トンあたりの被雇用者数はそれぞれ 29 人、

16 人となっています。これは、乳業工場の被雇用者が

得る賃金の違いが属する個体乳量グループに因ること

を部分的に説明するものです。高個体乳量国の被雇用

者は、生産性が低い国の同業者の 3～4.5 倍の収入を得

ており、そのほとんど（60％）が正規雇用されていま

す。 

図 5（26 ページ）は、人口 1,000 人あたりおよび生

乳生産1トンあたりで酪農場で働く人の数と、乳業工場

における雇用と収入が、国単位での個体乳量の変化に

応じていかに変化するかを表す散布図です。この図は

個体乳量が多いほど、酪農場で働く人の数が少なくな

ることを示しています。 
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このことは、高個体乳量畜種の利用や、酪農乳業セク

ターの発展にともなう自動給餌器や搾乳ロボットなど

の省力化技術の採用によって説明することができます。

また個体乳量が増えるにつれて、より多くの賃金を得

られる乳業工場に従事する人が増えることも示してい

ます。 

 

図 5. 研究対象国の 2018年の個体乳量に対する酪農乳業セクターの雇用関連の代表的な指標の散布

図。LOESS曲線を 95%信頼区間とともに表示（詳細は、囲み記事 4を参照） 
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酪農乳業セクターの発展と牛乳乳製品

の消費 
牛乳は栄養素を豊富に含み、体が必要とする量のカル

シウム、マグネシウム、セレン、リボフラビン、ビタ

ミンB12およびパントテン酸を摂るのに貢献しています。

実際、ほとんどの国の食生活指針は、適切な量の牛乳

乳製品の摂取を推奨しています（FAO, 2023）。本章で

は、牛乳乳製品の消費が、酪農乳業セクターの発展の

尺度としての平均個体乳量（乳牛1頭あたり年間生乳生

産量）といかに相関しているかを、以下の統計値と個

体乳量の関連性により検証します。（1）牛乳乳製品を

消費している人の数と割合、（2）人口 1 人あたりの牛

乳の入手可能量、および（3）牛乳 1 リットルの購入価

格の収入日額に対する割合によって測定される牛乳の

入手しやすさ。 

2018年には、世界人口 76億 6,000万人のうち、4分

の 3 超にあたる約 60 億人が牛乳乳製品を消費しており

（表 13）、その半数近く（29 億人）が高個体乳量国に

住んでいます。高個体乳量国では、人口の約 98%が牛

乳乳製品を日常的に消費しています。牛乳乳製品の消

費者の割合は、低個体乳量国（57%、6億 6,400万人）

および中低個体乳量国（82%、5億 1,200万人）ではか

なり低い値になっています。 

世界人口の約 80％、約 60億人が日常的

に牛乳乳製品を消費しています。牛乳

乳製品消費者数とその割合は、高個体

乳量国の方が低個体乳量国よりも高く

なっています。牛乳の価格は、低個体

乳量国の方が高個体乳量国よりも 70%

高くなっています（米ドル相当額）。 

高個体乳量国では、人口1人あたりの牛乳供給量は年間

242リットルで、牛乳 1リットルは 1.7米ドルとなって

います。逆に、低個体乳量国では、人口1人あたりの供

給量は低く（人口 1 人あたり年間 22.7 リットル）、牛

乳価格は 1リットル 2.8米ドルと高くなっています。所

得の違いにより、高個体乳量国と低個体乳量国の消費

者が1リットルの牛乳を購入するのに必要な金額は、そ

れぞれ収入日額の 1.5%および 21%と、差がさらに大き

くなります。 

図 6（28 ページ）は、個体乳量（乳牛 1 頭あたりの

年間生乳生産量）に対して消費に関連するいくつかの

統計値をプロットしています。すなわち、人口1人あた

りの牛乳供給量、牛乳乳製品を消費者の人口割合、牛

乳 1リットルの消費者価格、および牛乳 1リットルの購

入価格の収入日額に対する割合です。これらの図から、 

 

表 13. 牛乳の供給、消費および入手しやすさ 
 

個体乳量グループ 消費者数 

(100万人) 

人口 1人あたりの年間

供給量 

消費者数/人口 (%) 牛乳 1リットルの価格 
(米ドル相当額) 

牛乳 1リットルの購入

価格の収入日額に対す

る割合 (％) 

低個体乳量 664 (11.1%) 22.7 56.5 2.8 21.0 

中低個体乳量 512 (8.6%) 39.9 81.8 3.1 8.6 

中高個体乳量 1,900 (31.9%) 133 89.9 2.3 4.9 

高個体乳量 2,875 (48.2%) 242 97.5 1.7 1.5 

世界全体 5,960 (100%) 61.2 87.0 2.3 3.8 

      

 
 

囲み記事 7. 社会面に関連する牛乳乳製品消費の指標 

人口 1 人あたりの年間牛乳供給量は、各消費者が潜在

的に利用することができる牛乳の量です。供給には、

生産と純取引が含まれます。 

牛乳乳製品の消費者数と、牛乳乳製品を日常的に消

費している人の割合（最低週に 1 回）は、国の食生活

における牛乳乳製品の重要性を示しています。 

米ドル相当額での牛乳 1 リットルの実質価格と、牛

乳 1 リットルの購入価格の個人収入日額に対する割合

は、消費者にとっての牛乳乳製品の入手しやすさを示

しています。 
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個体乳量の増加で示される酪農乳業セクターの発展に

伴い、消費者にとっては利益が高まることが示唆され

ます。特に、セクターの発展に伴う牛乳の消費者価格

の低下は、個体乳量の増加が健康的な食事のコストを

手頃にするのに役立つことを示しています。つまり、

供給量が増えるほど、牛乳乳製品の価格は下がり、食

事に牛乳乳製品を取り入れる人が増えることになるの

です。 

図 6. 研究対象国の 2018年の個体乳量に対する牛乳乳製品消費に関する代表的な指標の散布図。

LOESS曲線を 95%信頼区間とともに表示（詳細は、囲み記事 4を参照） 
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酪農乳業セクターの発展と政府の利益 
政府に対する要求は常に急を要するものであり、公的

予算には頻繁に負担がかかっています。政府が公共財

や公共サービスの提供を改善するために活用すること

ができる追加の資源は、SDGsの達成などの複雑な課題

を進捗させる上で必要不可欠なものです。本章では、

まず、貧困削減の重要な決定要因である農業生産額へ

の酪農乳業セクターの貢献（FAO et al., 2018）を確認

し、次に牛乳乳製品の生産（所得）および消費（販売）

から得られる税収の見込みを確認することで、酪農乳

業セクターの成長と変革が政府の総合的な実行能力を

いかに向上させるかについて検証しています。 

2018 年の世界の生乳生産額は 3,500 億

米ドル相当額を上回りました。その半

分は、高個体乳量生産の酪農国による

ものでした。酪農乳業セクターは、低

個体乳量国よりも高個体乳量国におい

て、農業生産額に大きく貢献していま

す。その結果、高個体乳量国の政府は、

酪農生産（所得）と消費（販売）への

課税により、低個体乳量国の政府の 50

～90 倍の歳入を得る可能性があります。 

生乳生産の世界総額は 3,500 億米ドル以上（米ドル

相当額 2018）で、これには高個体乳量国（50％）と中

高個体乳量国（38％）が大きく貢献しています（表

14）。低個体乳量国は、世界の生乳生産額に約3％しか

貢献していません。農業生産額への貢献率が低個体乳

量国の 2.4%から高個体乳量国の 17.8％へと増加してい

るように、酪農乳業セクターが発展しているほど農業

生産額への貢献率は高まっています。このことは、国

が豊かになるにつれて、酪農乳業セクターは農業全体

よりも速く発展することを示しています。

表 14. 2018年の生乳生産額の絶対値と相対値、および生産と消費の課税対象額 
 

個体乳量グループ 

生乳生産額 

(10億 米ドル相当額
2018) 

農業生産額に占める 

生乳生産額の割合 (%) 

生産（所得）の 

課税対象額/農場/年 

(米ドル相当額 2018) 

消費（売上）の 

課税対象額/人口 1人/年 

(米ドル相当額 2018) 

牛乳乳製品の貿易量の収

支 

(生乳換算 100万トン) 

低個体乳量 12.0 (3.4%) 2.4 73 6.0 -7.98 

中低個体乳量 30.9 (8.8%) 3.3 211 64.1 -7.13 

中高個体乳量 133.3 (37.8%) 7.9 821 145.2 -13.1 

高個体乳量 176.4 (50.0%) 17.8 18,083 292.7 25.6 

世界全体 352.6 (100%) 6.4 1,099 148.6 – 

      

 
 

囲み記事 8. 政府に関連する酪農乳業セクターの指標 

生乳の生産額は、総生産量に出荷時の生産物価格（米

ドル相当額 2018）を乗じて算出します。生産費（飼料

や動物用医薬品など）は考慮されないため、生乳の生

産額は総生産量にのみに基づく推定値です。 

農業生産額に占める酪農乳業セクターの割合は、農

業における酪農乳業セクターの重要性を示していま

す。 

生産の課税対象額とは、課税対象となり得る酪農場

1 戸あたりの生乳生産からの収入額（所得）のことで

す。 

消費の課税対象額とは、課税対象となり得る人口 1

人あたりの牛乳消費額（売上）のことです。 

牛乳乳製品の貿易量の収支は、牛乳乳製品の輸出量

と輸入量の差です。牛乳乳製品の貿易量の収支は、生

乳換算量で算出します。 
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図 7. 研究対象国の 2018年の個体乳量に対する政府に関する酪農乳業セクターの代表的な指標の散

布図。LOESS曲線を 95%信頼区間とともに表示（詳細は、囲み記事 4を参照） 
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高個体乳量国での酪農乳業セクターの課税対象額は、

低個体乳量国よりも生産レベルで 250 倍、消費レベル

で 50 倍高くなっています。この税収見込みの大幅な増

加は、生乳生産と牛乳乳製品の消費の増加にもよりま

すが、大部分は公式の取引を通じた流通の増加による

ものです。高個体乳量国は、牛乳乳製品の純輸出国と

なる傾向がある一方で、中高、中低および低個体乳量

国は、純輸入国となる傾向があります。 

図 7 は、研究対象国の個体乳量に対して政府に関連

する複数の指標をプロットしています。すなわち、農

業全体の価値における生乳生産の貢献率、生産と消費

における課税対象額、そして公式の取引を通じて供給

された生乳の生産量の割合です。見られた傾向は、酪

農乳業セクターの発展は農業の成長に大きく貢献し、

SDGsを達成するために必要な公共財やサービスを提供

する政府の能力を強化することを示唆しています。● 
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が及ぼす社会的影響：寸評 
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政策決定者は、農業生態学的条件に最も適合

し、社会経済的および文化的要因を考慮した

望ましい構造に向けた酪農乳業セクターの変

革を適切に推進する役割を担っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

れまでの章では、酪農乳業セクターの発展

の尺度としての各国の平均的な個体乳量が、

農家の生計、バリューチェーン内の雇用、

消費パターン、および政府の公共財やサー

ビスの提供能力にどのように関連している

かを検証しました。相関は因果関係を意味するもので

はありませんが、認められた強い相関関係、明確なパ

ターン、および妥当性の高い説明は、酪農乳業セクタ

ーの発展がいかにして社会面の SDGs の達成に貢献で

きるかという説得力のある話を打ち出しています。187

カ国の横断研究から得られたグラフは、2018 年の酪農

乳業セクターの状況を示していますが、高個体乳量国

の酪農乳業セクターは長年にわたって発展したことで

現在の状態に到達しています。そのため、個々の国に

おける酪農乳業セクターの業績の経時的な変化は、前

章で認められたパターンを反映しており、本分析の各

統計値と同様の相関を示すと推定することは合理的で

す。囲み記事 4（22 ページ）では、酪農乳業セクター

の業績は、農業生態学的条件などの外因性の要因によ

って制約されるため、業績の成長率、パターン、およ

び程度は、国によって、あるいは規模が大きく多様性

のある国では国内であってもバラつく可能性があるこ

とを説明しています。しかし、第 3章および第 4章で認

められたパターンに基づくと、特に低い位置から出発

する場合には、酪農乳業セクターが国内で発展するに

つれて、ある種の変化が生じることが予想されます。

本章では、酪農乳業セクターを低個体乳量から高個体

乳量システムへと徐々に変革している仮想国において

酪農乳業セクターの発展によって全般的に起こり得る

主要な所見をまとめています。 

 

セクターの発展にともなって個体乳量が増加するた

め、酪農場で生活する人の割合は劇的に減少すると予

想されます（図 4.A、24 ページ）。酪農場で得られる

収入は大幅に増加します（図 4.B）。また、酪農場の戸

数は劇的に減少し、平均牛群規模も増加します（表 16、

45 ページ）。ただし、高個体乳量の酪農乳業システム

にはかなりの不均一性があります。たとえば、欧州連

合（EU）の酪農場の平均乳牛頭数は21頭ですが、米国

では平均が大体 300頭であり、スイスでは 30頭、オー

ストラリアでは約 280 頭です。この不均一性は、主と

して農業生態学的条件や政府の政策の違いによるもの

ですが、政策決定者は、農業生態学的条件に最も適合

し、社会経済的・文化的要因を考慮した望ましい構造

に向けた酪農乳業セクターの変革を適切に推進する役

割を担っていることを示唆しています。 

セクターの発展は、酪農場から乳業工場への雇用の

移行（図 5.A および図 5.C、26 ページ）と、乳業工場

で働く被雇用者の賃金（図 5.D）および酪農場収入の大

幅な増加を生み出すと予想されます。 

  

こ 
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結果は、より多くの人々の食料アクセスと食

料の入手可能性を確保する（より低コストで

より良い栄養を得る）際に酪農の発展が果た

す役割のエビデンスを示しています。 

酪農乳業セクターの低個体乳量から高個体乳量のシ

ステムへの成長と変革（平均的な1頭当たりの年間乳量

に基づく）は、牛乳乳製品消費の大幅な増加とも相関

しており、それは、牛乳乳製品消費者の人口割合の増

加に見て取ることができます（図 6.B、28 ページ）。

この増加は、年間個体乳量が 1,000 kgから 4,000 kgに

変化する際に特に大きく見られます。この範囲の下限

域では、栄養が最も必要とされており、栄養摂取を大

幅に増やせるようになることが示唆されます。これは、

セクターの発展にともなう人口1人あたりの供給量の増

加（図 6.A）と牛乳乳製品の小売価格低下（図 6.C）に

起因している可能性があります。 

低個体乳量（1頭あたり年間約 1,000 kg）では、人口 1

人あたりの供給量は生乳換算で年間約 20 リットルであ

り、人口の半分強が日常的に牛乳乳製品を消費してい

ます。個体乳量が約 6,000 kg に増加すると、人口 1 人

あたりの牛乳供給量は年間 240 リットルを超え、人口

の 90%以上が日常的に牛乳乳製品を消費することにな

ります。これらの結果は、より多くの人々の食料アク

セスと食料の入手可能性を確保する（より低コストで

より良い栄養を得る）際に酪農の発展が果たす役割の

エビデンスを示しています。 

酪農乳業セクターの成長と変革にともなう生乳生産

性の向上は、最終的に、所得税（生産-図 7.B、30 ペー

ジ）と消費税（消費-図 7.C）の両面からの政府の税収

増加にもつながります。これらの税収見込みの増大の

流れは、公式な取引を通じて供給される生乳の割合の

増加が関係しています（図 7.D）。● 

  



 

37 

©
F

A
O

/K
.W

ie
d

e
n
h

o
e

fe
r 

 

 
 

 
6.

 

考察および結論 
  



 

 

 

©
F

A
O

/K
.P

u
re

v
ra

q
c
h
a
a

 



 

6.考察および結論 39 
 

酪農乳業セクターの発展により、社会は大

きな恩恵を受けると期待されます。そして、

その成長と変革は、「持続可能な開発のた

めの 2030 アジェンダ」の達成にも大きく

貢献します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

015 年 9 月、国連総会（UNGA）は、人と

地球のための持続可能な道筋を構築する

ことを目的として、国家元首・政府首脳

会議で「持続可能な発展のための 2030 ア

ジェンダ」を採択しました。2030 アジェ

ンダの包括的な野心をまとめた 17の SDGsには、人間

中心の持続可能性と制度的目標が含まれています。 

本報告書は、予測される酪農乳業セクターの成長と

変革が、SDG1（貧困をなくそう）、SDG2（飢餓をゼ

ロに）、SDG8（働きがいも経済成長も）など、人間

中心の SDGs の達成に貢献できることを示しています。

これは、個体乳量の増加と社会的利益、つまり、酪農

家、被雇用者、消費者および政府にとっての利益の向

上との間に正の相関があることを示しています。 

他の報告書によれば、多くの他種の農業と異なり、

酪農は安定的な収入源となっています（Douphrate et 

al., 2013）。これにより、公式の金融機関がない場合で

も、多くの酪農関係者はいつでも現金を手に入れたり、

資本を蓄積することができます。酪農家は、資金が不

足しているときには、現地市場で現金を即時に支払う

買い手に対して多く販売します。Geng et al. (2017)は、

ケニアの小規模酪農場についての研究で、生乳の販売

を協同組合からその場で現金が得られる地元市場に移

行させることによって、家族の健康危機に対処してい

ることを見出しました。 

 

しかし、酪農乳業セクターの成長と変革には、特に

農場レベルで管理する必要があるトレードオフを伴う

ことがあります。先進的な酪農乳業セクターを有する

国で見られるパターンに基づくと、低個体乳量国でセ

クターが発展すると、一部の酪農家が別の雇用や生計

手段に変遷していくために別のセクターに移行するこ

とには疑いの余地がないように思われます（囲み記事 2、

12 ページ）。酪農を離農する者に対して、代わりの雇

用機会を確保する必要があります。牛乳乳製品の公式

取引市場への変遷が、生産力がほとんどない脆弱な生

産者や乳業者に悪影響をおよぼさないことも重要です。

環境リスクが、大規模で集中型の乳牛群で発生し、特

にふん尿管理および施肥による汚染が生じる可能性が

あります。有害な影響を回避するために、そうしたリ

スクを管理することが重要です。 

酪農乳業セクターの発展にともない、酪農家戸数は

減少し、残った酪農家は収入が増加し、農場の規模は

大きくなり、また、雇用は農場から乳業工場へと移行

します。このような話は驚くにはあたりません。農業

発展の歴史は、専門化と生産性向上のひとつでもある

のです。消費者に手頃な価格で良質な食料を提供する

ことによって食料安全保障が強化されるだけでなく、

産業・サービスセクターの発展を推進するために労働

力の制限が解除されます。 

酪農乳業システムの変遷には、「価格設定者」では

なく「価格受容者」として経済的に脆弱な立場にある

ことが多い酪農家にとっても課題が生じます

（Douphraite et al., 2013）。地方での市場と労働力の

不足も頻繁に生じる課題であるため、世界的に依然と

してほとんどの酪農家が小規模生産者であり、生乳市

場で非常に弱い立場にあります（Kardashian, 2012）。
  

2 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

酪農乳業の変革において持続可能性は可能であるこ

とを、エビデンスが示しています（Engels & Jonker, 

2022; Firbank et al., 2013; GDP, 2023; van Zanten et al., 

2023）。本報告書では、酪農乳業と人間中心の SDGs

との関連性のみを検証しましたが、酪農乳業セクター

の開発に対する投資は、適切に管理されれば、環境と

公衆衛生の側面にもプラスの影響をおよぼし、家畜の

健康と福祉の向上にもつながります。政策決定者は、

酪農乳業セクターの発展を支援するための政策や投資

を立案し、実施する際には、これを考慮に入れる必要

があります。 

政策決定者はまた、酪農乳業セクターの発展は直線

的ではなく、成長と変革の道筋に沿った生産、処理加

工、消費のパターンの変化によって特徴づけられるこ

とを認識する必要があります。総括として、酪農乳業

セクターの発展により、社会は大きな恩恵を受けると

期待されます。その成長と変革は、「持続可能な発展

のための 2030アジェンダ」の達成にも大きく貢献しま

す。● 



 

41 

©
F

A
O

/A
.B

e
n
e

d
e

tt
i 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付録 
 
  



 

 

 

©
F

A
O

/A
.P

e
n
s
o

 



 

付録 43 
 

データソース 

表 15. データソース 

統計値 データソース 

人口 国際連合経済社会局人口部世界人口予測：2019年改訂ニューヨーク、2019(1) 

GDP 世界銀行。国際比較プログラム。世界開発指標データベース。(2) 

所得区分 世界銀行。世界銀行加盟国と融資グループ。(3) 

地域区分 世界銀行。世界銀行加盟国と融資グループ。世界銀行の経済リスト。(3) 

国際貧困ライン 世界銀行。貧困と不平等のプラットフォーム。(4) 

個体乳量 FAOSTAT。食料・農業データ。(5) 

農場戸数 国際酪農比較ネットワーク（IFCN）。IFCNデーリーレポート 2020。 

家畜（頭数） FAOSTAT。食料・農業データ。(5) 

平均牛群規模 FAOSTATおよび国際酪農比較ネットワーク（IFCN）より精査。IFCNデーリーレポート 2020。 

生乳生産量 FAOSTAT。食料・農業データ。(5) 

人口 1人あたりの牛乳供給量 FAOSTAT (5)および国連人口データ。(1) 

酪農場で生活する人の数 
国連経済社会局、人口部編（2022）より精査。家計規模と構成に関するデータベース 2022 (6)と国

際酪農比較ネットワーク（IFCN）。IFCNデーリーレポート 2020。 

酪農場で生活する人の割合 
国連経済社会局、人口部編（2022）より精査。家計規模と構成に関するデータベース 2022 (6)と国

際酪農比較ネットワーク（IFCN）。IFCNデーリーレポート 2020。 

酪農場で生活する人の平均所得 
国連経済社会局、人口部編（2022）より精査。家計規模と構成に関するデータベース 2022 (6)と国

際酪農比較ネットワーク（IFCN）。IFCNデーリーレポート 2020。 

酪農場で生活する人の貧困率 

国連経済社会局、人口部編（2022）より精査。家計規模と構成に関するデータベース 2022 (6)と国

際酪農比較ネットワーク（IFCN）。IFCNデーリーレポート 2020および世界銀行、貧困と不平等

のプラットフォーム。(4) 

農場内労働者数 国際酪農比較ネットワーク（IFCN）より精査。IFCNデーリーレポート 2020。 

乳業工場の正規被雇用者数 
国連工業開発機構 INDSTATデータベース、INDSTAT4 ISIC Revision 4 (7)より精査および文献調

査。 

乳業工場の非正規被雇用者数 
国連工業開発機構 INDSTATデータベース、INDSTAT4 ISIC Revision 4 (7)より精査および文献調

査。 

乳業工場の被雇用者の平均賃金 国連工業開発機構 INDSTATデータベース、INDSTAT4 ISIC Revision 4より精査。(7) 

牛乳乳製品の消費者数 世界銀行より精査。グローバル消費データベース。(8) 

牛乳乳製品の消費者の割合 世界銀行より精査。グローバル消費データベース。(8) 

牛乳 1リットルの平均小売価格 
Numbeoより精査。生活費。(9)および世界銀行。国際比較プログラム。世界開発指標データベー

ス。(10) 

牛乳 1リットルの購入価格の 

収入日額に対する割合 

Numbeoより精査。生活費。(9)および世界銀行。国際比較プログラム。世界開発指標データベー

ス。(10) 

人口 1 人あたりの牛乳乳製品消費お

よび生乳生産の課税対象額 

世界銀行より精査。牛乳、チーズおよび卵への支出(11)および生産に関する FAOSTAT(5)と国連人

口データ。(1) 

酪農乳業セクターの農業生産額への

貢献率 
FAOSTATより精査。農業生産額。(5) 

酪農乳業セクターの生産額 FAOSTAT。農業生産額。(5) 

乳牛 1頭あたりの生乳生産額 FAOSTATより精査。(5) 
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ウェブリンク 

(1) https://population.un.org/dataportal 

(2) https://data.worldbank.org/indicator/NY.GDP.PCAP.PP.CD 

(3) https://datahelpdesk.worldbank.org/knowledgebase/articles/906519-

world-bank-country-and-lending-groups 

(4) https://pip.worldbank.org/home 

(5) www.fao.org/faostat/en/#data 

(6) https://www.un.org/development/desa/pd/data/household-size-and-composition 

(7) https://stat.unido.org/database/INDSTAT%204%202022,%20ISIC%20Revision%204 

(8) https://datatopics.worldbank.org/consumption/detail 

(9) www.numbeo.com/cost-of-living/ 

(10) https://data.worldbank.org/indicator/PA.NUS.PPP 

(11) https://databank.worldbank.org/embed/ICP-2017-Cycle/id/4add74e?inf=n 

https://population.un.org/dataportal
https://data.worldbank.org/indicator/NY.GDP.PCAP.PP.CD
https://datahelpdesk.worldbank.org/knowledgebase/articles/906519-world-bank-country-and-lending-groups
https://datahelpdesk.worldbank.org/knowledgebase/articles/906519-world-bank-country-and-lending-groups
https://pip.worldbank.org/home
http://www.fao.org/faostat/en/#data
https://www.un.org/development/desa/pd/data/household-size-and-composition
https://stat.unido.org/database/INDSTAT%204%202022,%20ISIC%20Revision%204
https://datatopics.worldbank.org/consumption/detail
http://www.numbeo.com/cost-of-living/
https://data.worldbank.org/indicator/PA.NUS.PPP
https://databank.worldbank.org/embed/ICP-2017-Cycle/id/4add74e?inf=n
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表 16. 酪農乳業セクター統計 
 

 
 

農場 

(100万戸) 

農場戸数/ 

人口 1万人 

乳牛 

(100万頭) 

乳牛頭数/ 

人口 1,000人 
乳牛頭数/農場 

生産量  

(100万トン/年) 

人口 1人あたりの

生産量 (kg/人/年) 

個体乳量 

 (kg/頭/年) 

 合計 % 中央値 平均値 合計 % 中央値 平均値 中央値 平均値 合計 % 中央値 平均値 中央値 平均値 

所得 

グループ 

低 10.2 9 238.1 225 46.7 14 57.7 78.3 3.2 3.6 19.0 2 22.0 32.4 421 732 

中低 93.5 83 105.9 227 174 52 35.2 54.7 3.4 8.0 275.7 34 27.2 64.7 1,200 1,231 

中高 7.2 6 44.5 118 69.7 21 29.9 48.4 11.8 42.8 192.6 24 71.7 121.9 1,776 2,323 

高 1.2 1 7.2 20.4 44.4 13 28.1 55.8 65.1 95.9 323.7 40 201.8 328.8 6,346 5,464 

地域 

中央アジア 5.5 5 412.0 425.5 16.9 5 129.9 129.3 3.2 4.6 40.5 5 295.8 263.4 2,018 2,018 

東アジアおよび太平洋 1.7 2 2.1 24.2 24.7 7 3.3 60.3 29.0 88.6 79.9 10 5.2 206.6 1,564 2,673 

欧州 3.1 3 22.2 96.2 37.6 11 58.8 66.7 32.0 53.4 224.1 28 260.8 351.7 6,346 5,886 

ラテンアメリカおよびカリブ海 2.6 2 30.3 52.6 35.5 11 29.8 41.6 26.0 49.6 78.2 10 55.3 85.1 1,399 1,830 

中東および北アフリカ 3.3 3 20.1 56.2 10.6 3 13.7 17.6 5.1 29.9 23.6 3 52.9 61.3 2,388 3,281 

北米 0.0 0 1.9 1.9 10.4 3 26.7 20.6 186.3 186.3 106.1 13 273.4 273.4 7,358 7,069 

南アジア 83.2 74 377.2 474.8 136.0 41 89.9 86.3 2.4 2.4 231.9 29 60.2 82.9 1,171 992 

サハラ以南アフリカ 12.6 11 88.8 155.6 62.5 19 40.1 62.9 5.2 44.5 26.7 3 20.2 28.9 454 771 

個体乳量

グループ 

低個体乳量 21.3 19 148.0 219 76.5 23 50.2 73.9 4.2 14.6 28.5 4 19.7 35.5 366 376 

中低個体乳量 9.2 8 74.5 126 46.1 14 19.1 35.3 5.1 12.6 65.5 8 23.9 45.1 1,368 1,239 

中高個体乳量 79.0 70 83.16 166 144.4 43 34.2 50.7 4.88 16.5 294.0 36 136.0 149.6 1,542 2,574 

高個体乳量 2.5 2 5.2 18.05 67.7 20 35.5 67.6 62.0 102.9 422.9 52 258.6 406.5 7,059 7,106 

 世界全体 112 100 32.4 120.1 335 100 32.2 57.0 13.0 49.4 810.9 100 55.3 158.2 1,482 2,832 
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表 17. 酪農乳業セクターの貿易統計（生乳換算-中央値） 
 

 
純取引 

(中央値、100万トン) 

牛乳輸出量  

(kg/人) 

牛乳輸入量  

(kg/人) 

 総計 中央値 平均値 中央値 平均値 

所得 

グループ 

低 -2.1 0.0 0.3 0.2 1.2 

中低 -12.0 0.0 1.9 1.4 4.5 

中高 -24.2 0.2 9.9 9.8 16.2 

高 34.5 30.4 138.8 49.2 70.7 

地域 

中央アジア 0.3 1.6 2.0 0.7 3.1 

東アジアおよび太平洋 -6.2 0.0 93.8 2.7 10.9 

欧州 17.3 45.9 126.1 65.0 85.2 

ラテンアメリカおよびカリブ海 -5.3 0.1 11.7 10.6 14.7 

中東および北アフリカ -11.3 0.7 6.0 8.2 20.2 

北米 7.4 6.8 6.8 8.3 8.3 

南アジア -2.4 0.0 0.0 0.1 4.2 

サハラ以南アフリカ -3.7 0.0 0.3 1.0 5.2 

個体乳量 

グループ 

低個体乳量 -8.0 0.0 1.6 0.7 5.0 

中低個体乳量 -7.1 0.0 1.4 8.1 13.9 

中高個体乳量 -13.1 1.2 12.7 7.7 21.9 

高個体乳量 25.6 40.2 167.5 50.0 69.6 

 世界全体 – 0.2 47.0 7.6 28.1 
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表 18. 酪農場で生活する人を対象とする統計 

 酪農場で生活する人 

 (100万人) 

酪農場で生活する人の割合 

 (人口 1,000人あたり) 

年収/家族人数 

 (米ドル相当額 2018) 

所得/国際貧困ライン 

 (2.15 米ドル相当額 2018/日) 

 合計 % 中央値 平均値 中央値 平均値 中央値 平均値 

所得 

グループ 

低 80.1 14 112.6 126.9 175 259 0.2 0.3 

中低 437.3 76 49.0 105.7 291 1,222 0.4 1.6 

中高 50.2 9 14.7 45.7 892 8,512 (5,190*) 1.1 6.6 

高 4.0 1 2.0 6.5 8,824 13,706 11.2 17.5 

地域 

中央アジア 25.8 5 186.3 197.3 325 448 0.4 0.6 

東アジアおよび太平洋 33.1 6 0.6 10.7 3,910 10,366 5.0 13.2 

欧州 9.0 2 6.9 34.3 5,141 9,674 6.6 12.3 

ラテンアメリカおよびカリブ海 10.6 2 10.9 21.5 1,780 5,984 2.3 7.6 

中東および北アフリカ 15.4 3 18.3 33.0 3,146 7,609 4.0 9.7 

北米 0.1 0 0.5 0.5 29,578 29,578 37.7 37.7 

南アジア 389.0 68 243.3 270.9 168 197 0.2 0.3 

サハラ以南アフリカ 88.5 15 48.0 78.1 125 6,732 (393*) 1.2 0.5 

個体乳量 

グループ 

低個体乳量 121.8 21 62.5 109.1 138 593 0.2 0.8 

中低個体乳量 75.7 13 38.7 66.6 433 963 0.6 1.2 

中高個体乳量 341.6 60 32.4 65.6 840 3,537 1.1 4.5 

高個体乳量 31.5 6 1.7 5.0 11,614 18,135 (15,766*) 14.4 20.1 

 世界全体 571.6 100 11.0 56.2 1,470 7,788 1.8 8.7 

* 南アフリカを除く 
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表 19. 酪農乳業セクターの雇用統計 

 酪農場の被雇用者 乳業工場の被雇用者 

 

人数 (100万人) 
労働者数/ 

人口 1,000人 

フルタイム労働者/ 

1日の生乳生産トン 
人数 (100万人) 

被雇用者数/ 

人口 1,000名 

人数/1日あたりの 

生乳処理トン 

正規雇用
(%) 

非正規雇

用(%) 

被雇用者の賃金 

 (米ドル相当額/年) 

 総計 % 中央値 平均値 中央値 平均値 総計 % 中央値 平均値 中央値 平均値 % % 中央値 平均値 

所得 

グループ 

低 2.0 6 2.55 4.16 32.33 48.07 0.13 2 0.15 0.25 15.08 30.88 13.6 86.4 NA NA 

中低 29.4 83 3.75 6.31 27.54 31.23 3.25 49 0.38 0.81 14.65 24.38 11.3 88.7 9,774 13,752 

中高 2.8 8 3.37 5.04 11.14 13.80 2.21 34 0.79 0.84 4.44 13.80 44.4 55.6 12,652 13,664 

高 1.1 3 1.05 1.57 1.41 3.14 1.00 15 0.91 1.15 1.64 2.97 75.1 24.9 40,165 40,656 

地域 

中央アジア 1.2 3 12.70 13.70 24.11 20.99 0.15 2 0.95 0.95 3.37 5.98 54.7 45.3 12,891 11,154 

東アジアおよび太平洋 0.6 2 0.18 1.98 3.54 15.16 1.39 21 0.70 0.90 8.93 14.48 40.7 59.3 34,265 32,477 

欧州 1.6 5 1.86 3.79 1.82 5.41 0.81 12 1.08 1.27 1.77 2.87 73.2 26.8 31,608 34,413 

ラテンアメリカおよびカリブ海 1.5 4 2.08 3.41 17.11 16.68 0.76 12 0.87 1.09 5.86 16.69 42.8 57.2 16,242 18,315 

中東および北アフリカ 0.8 2 1.60 1.77 12.02 17.21 0.45 7 0.79 0.88 8.83 14.46 31.4 68.6 15,522 20,454 

北米 0.3 1 0.69 0.69 1.04 1.04 0.20 3 0.61 0.61 0.83 0.83 81.2 18.8 53,888 53,888 

南アジア 26.6 75 8.36 10.48 31.48 33.62 2.56 39 0.73 0.81 28.50 26.01 7.9 92.1 5,782 6,533 

サハラ以南アフリカ 2.6 7 1.74 2.80 33.35 43.44 0.27 4 0.18 0.27 28.20 34.06 17.3 82.7 10,803 12,864 

個体乳量 

グループ 

低個体乳量 4.5 13 3.40 4.60 38.65 46.95 0.51 8 0.25 0.51 28.50 36.35 12.7 87.3 9,774 11,750 

中低個体乳量 4.7 13 3.23 5.54 25.96 26.54 0.49 7 0.40 0.66 15.82 23.67 20.0 80.0 12,859 13,688 

中高個体乳量 24.3 69 3.84 5.94 10.76 14.00 3.38 51 0.95 1.01 4.44 8.13 18.3 81.7 15,646 19,129 

高個体乳量 1.7 5 0.95 1.47 1.41 1.78 2.19 33 0.96 1.21 1.58 2.91 59.9 40.1 44,455 38,909 

 世界全体 35.2 100 1.95 4.03 8.01 17.39 6.59 100 0.66 0.84 3.89 14.37 32.0 68.0 24,158 27,871 
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表 20. 牛乳乳製品消費統計 

 
消費者 (100万人) 牛乳供給量(l)/人口 1人/年 消費者/人口 (%) 

牛乳 1リットルの価格 

(米ドル相当額 2018) 

牛乳 1リットルの購入価格の 

収入日額に対する割合 (％) 

 合計 % 中央値 平均値 中央値 平均値 中央値 平均値 中央値 平均値 

所得 

グループ 

低 248.4 4 21.45 33.30 35.51 36.23 2.23 2.23 36.98 36.98 

中低 2,152.4 36 29.28 63.49 64.58 64.93 2.77 3.29 17.25 19.52 

中高 2,413.0 40 85.61 123.83 82.26 82.79 2.43 2.75 5.91 6.78 

高 1,146.0 19 227.95 263.14 97.47 93.43 1.75 1.90 1.47 1.67 

地域 

中央アジア 126.4 2 285.93 254.43 88.34 84.26 2.35 3.23 3.16 10.86 

東アジアおよび太平洋 2,043.9 34 18.49 115.70 82.26 74.87 3.56 3.44 5.20 10.21 

欧州 732.4 12 246.90 321.30 97.47 95.43 1.74 1.92 1.58 2.89 

ラテンアメリカおよびカリブ海 435.3 7 71.91 84.12 87.45 82.92 2.38 2.42 4.15 6.14 

中東および北アフリカ 385.7 6 70.86 72.23 92.27 83.31 2.56 2.53 4.34 5.12 

北米 356.7 6 265.71 265.71 97.47 97.47 1.40 1.40 0.97 0.97 

南アジア 1,424.5 24 59.34 84.27 76.40 76.86 2.53 2.88 17.47 18.41 

サハラ以南アフリカ 454.8 8 21.45 32.60 41.47 46.58 2.87 3.12 26.61 28.60 

個体乳量 

グループ 

低個体乳量 664.0 11 22.70 37.74 56.50 53.83 2.74 3.27 21.01 24.58 

中低個体乳量 512.4 9 39.85 55.33 81.83 70.11 3.13 3.15 8.60 8.94 

中高個体乳量 1,899.6 32 133.03 153.40 89.94 81.88 2.32 2.62 4.85 6.78 

高個体乳量 2,875.3 48 242.28 310.18 97.47 93.42 1.68 1.83 1.47 2.35 

 世界全体 5,960 100 61.19 139.01 87.00 76.55 2.25 2.44 3.75 7.30 
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表 21. 生乳生産と牛乳乳製品消費による課税対象額 

 生乳生産額  

(10億米ドル相当額 2018) 

農業生産額に占める 

生乳生産額の割合 (%) 

生産（所得）の課税対象額/ 

農場/年 (米ドル相当額 2018) 

消費（売上）の課税対象額/ 

人/年 (米ドル相当額 2018) 
公式の生乳処理(%) 

 総計 % 中央値 平均値 中央値 平均値 中央値 平均値 中央値 平均値 

所得 

グループ 

低 7.9 2 4.4 6.1 47.3 101.5 4.13 4.85 10.05 21.87 

中低 129.4 37 3.9 5.9 144.5 736.6 42.41 54.40 27.14 37.57 

中高 80.6 23 6.1 8.1 838.1 5,804.0 142.89 161.91 61.30 58.53 

高 134.7 38 15.7 17.6 17,798.0 25,930.0 300.74 297.49 95.24 91.25 

地域 

中央アジア 16.8 5 16.2 16.0 142.5 261.4 48.60 67.90 28.28 29.45 

東アジアおよび太平洋 33.6 10 0.7 3.9 3,498.6 17,787.5 123.83 122.68 86.41 79.18 

欧州 93.3 26 19.0 23.1 8,937.3 15,983.4 311.56 299.78 89.33 77.48 

ラテンアメリカおよびカリブ海 32.6 9 5.8 6.7 1,385.6 8,653.9 152.83 153.46 70.00 65.61 

中東および北アフリカ 10.1 3 4.4 6.5 938.1 10,501.1 157.71 145.96 78.16 67.98 

北米 44.1 13 10.7 11.9 74,078.6 74,078.6 232.86 232.86 98.08 98.08 

南アジア 110.9 31 9.1 9.5 58.4 90.7 21.75 39.91 16.01 31.20 

サハラ以南アフリカ 11.1 3 3.6 5.9 43.8 74.7 4.13 11.09 16.89 24.05 

個体乳量 

グループ 

低個体乳量 12.0 3 2.4 4.1 72.5 246.4 5.97 24.36 17.81 28.46 

中低個体乳量 30.9 9 3.3 6.4 211.3 638.9 64.10 83.14 28.00 40.16 

中高個体乳量 133.3 38 7.9 9.7 820.8 3,293.5 145.18 168.23 62.23 58.57 

高個体乳量 176.4 50 17.8 21.1 18,083.4 28,687.4 292.70 279.38 95.07 91.50 

 世界全体 352.6 100 6.4 10.3 1,099.1 11,436.2 148.55 165.74 70.56 60.17 

公式に処理され、消費された牛乳に基づく課税対象額の概算値 
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補完方法論 

 

すべての統計値は、さまざまな情報源からのデータを

組み合わせて算出することで、研究対象とした 187 カ

国の大半について得られるようにしました。ただし、

（i）牛乳乳製品消費者の人口割合、（ii）酪農家の費用

と収入、（iii）乳業工場の被雇用者数、（iv）乳業工場

における非正規雇用の割合、の 4 つの統計値について

は、十分なデータが得られませんでした。これらの統

計値のデータ欠損を埋めるために、推定モデルを利用

した複数の方法論を用いました。 

牛乳乳製品消費者の人口割合 
世界銀行の 186 カ国についての世界消費量データセッ

トには、牛乳、ロングライフ牛乳、チーズやバターな

どの牛乳乳乳製品の消費者の人口割合に関する 90 カ国

のデータが含まれています。他の数カ国については、

文献中の推定値を用いました。牛乳乳製品消費者の人

口割合の推定値を得るための方法として、さまざまな

モデルを検証しました。最良のモデルでは、以下の予

測統計値を用いました：i）人口1人あたりのGDP、ii）

地域別、分割地域別の牛乳価格、iii）国別所得水準。 

酪農家の費用と収入 
IFCN デーリーレポート 2020 に記載されている、54 カ

国内にある 134 の各類型の酪農場の費用と収入に関す

るデータを使用しました。これらの統計は、純農業所

得を推定するのにも用いました。費用対収入の比率の

推定値を得るためには、さまざまなモデルについて検

証しました。最良のモデルでは、以下の予測統計値を

用いました：分割地域別の i）家畜頭数、ii）人口 1人あ

たりの GDP。 

乳業工場での雇用 
国連工業開発機構のデータセットには、81 カ国の乳業

工場で雇用されている人に関するデータが含まれてい

ます。雇用は地域によって大きく異なるため、地域モ

デルを開発し、i）サハラ以南のアフリカおよび南アジ

ア、ii）北米および中南米、iii）中東および北アフリカ、

iv）欧州および中央アジア、v）東アジアおよび太平洋

に分けて主要な推定値を求めました。地域によって、i）

人口 1 人あたりの GDP、ii）人口 1 人あたりの乳牛頭

数、iii）個体乳量、iv）非公式取引セクターで雇用され

ている人の割合の中から選択した予測統計値を用いま

した。 

乳業工場における非正規雇用者の割合 
この統計値については、ILOSTAT の国・地域別統計を

用いてデータ欠損を埋めました。データを入手できな

かった国・地域については、文献で調査しました。文

献データが見つからない少数の国については ILOSTAT

の統計を用いることで、「世界全体」および世界銀行

による各「所得グループ」の推定値を得ました。● 
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本研究では、世界のほとんどの国にお

ける乳牛の酪農乳業セクターの特徴と

社会的側面に関する国単位のデータを

まとめて分析しました。それは、酪農

乳業セクターが、社会面に関する持続

可能な発展目標（SDGs）： 

貧困をなくそう

（SDG1）、飢餓をゼ

ロに（SDG2）、すべ

ての人に健康と福祉を

（SDG3）、質の高い

教育をみんなに

（SDG4）、 

働きがいも経済成

長も（SDG8）の

達成に貢献できる

という体系的なエ

ビデンスを示して

います。 

 


